










要約:不慮の事故死の地域差について検討を行った結果、事故が特定の地域に集積してい

る傾向はみられなかった。しかし、県別にみると多い県と少ない県の格差がかなりみられ

た。また、郡部、市部別に検討すると事故死は郡部に多く、市部、特に 11 大都市に少な

かった。以上のことより、事故防止策を立てるに当たっては、地域の特性を十分に加味し

て行うべきであると思われた。


